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現在の流山市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）

・中期目標
2030年度の二酸化炭素排出量を2013年度比46％削減すること

・長期目標
2050年度の二酸化炭素排出量を実質ゼロ（※）とすること
※二酸化炭素排出量から植樹や森林等の吸収量を差し引き、
実質ゼロにするもの

現在の計画

第4期流山市地球温暖化対策実行計画ストップ温暖化！流山プラン ※2023年2月1日付策定

計画期間・基準年度

削減目標

・計画期間 2023年度～2030年度
・基準年度 2013年度

市域の二酸化炭素排出量内訳 ※R5

産業
［10％］

民生家庭
［35％］民生業務

［26％］

運輸
［26％］

廃棄物
［3％］



2

現在の流山市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）

取組・施策

重点施策①
市民・事業者との協働による省エネルギー生活への転換の推進 2030年度削減量140.7千t-CO2
例）HEMSやZEHの推進、機器の導入や効率的な利用 等

重点施策② 再生可能エネルギーの活用 2030年度削減量29.3千t-CO2
例）太陽光発電設備の導入、再生可能エネルギー由来の電力への切り替え 等

重点施策③ 環境負荷の大きい自動車からの転換 2030年度削減量54.5千t-CO2
例）EVの導入、エコドライブやテレワークの利用 等

重点施策④ 廃棄物の発生抑制と資源循環 2030年度削減量9.9千t-CO2
例）廃棄物の減量、リサイクル 等

重点施策⑤ 緑地保全と都市緑化による二酸化炭素吸収源対策 2030年度吸収量2.3千t-CO2
例）樹木の保全、創出 等
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令和7年2月18日 閣議決定公表資料より国の地球温暖化対策計画
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令和7年2月18日 閣議決定公表資料より国の地球温暖化対策計画
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流山市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）の改定に向けて

今後整理すること

■改定スケジュール
令和８年度から令和９年度までの２年間

■現計画の評価・現状分析（評価・検証）
既存計画の達成度や効果を評価
国や県の関連方針や社会動向、人口推計などのデータを収集・整理等
環境省の支援システム、ツール（LAPSS、部門別CO2排出量の現況推計、運輸部門（自動車）CO2排出

量推計データ、自治体排出量カルテ、「区域施策編」目標設定・進捗管理支援ツール、地域経済循環
分析等）

改定方針、削減目標、取り組みの検討へ
・国の地球温暖化対策計画を考慮しつつも、流山市の目標設定をどこにおくか


